



















10基の前方後円城は城頂平坦面の有無によってA、B の 2 グ ルー プに分けられた。Aグルー プは
相対的に古い様相をも っ 1群で、古城ごとに個性があり、その築造にあたっては個別に城丘、石
室の相海築などの技術が集められて築かれていると考えた。 B グ ルー プは前方部先端の作り方やく
びれ部の様相などにかなり強い共通性があり、Bグルー プを築造した地域集団の間には前方後円
城 の イ メ ー ジモデルが共有されていると理解した。グループの違いを超えて、額丘の構築方法や
丘陵に対する城丘の位置取りなど、栄山江流域前方後円城に共通する特徴も看取できた。横穴式
石室の検討では、 柳沢一男氏分類の北部九州との直接関連型がAグルー プに、 在地発展型が B











l. は じ め に
韓国栄山江流域の前方後円墳については、 日韓両国の研究者により多くの研究成果が續み重









第 1 図  栄山江流域前方後円城分布図
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( l )  七岩里古域(第2図) 所在地 高敞郡孔音面七岩里淵洞村東側
蔵嶺山脈の北側にあたり、全羅北道に位置する。現状では韓半島最北の前方後円墳である(崔






















第 2 図  七岩里古城測量図 縮尺1/800
程完奎・ 金9li文・趙圭宅2000年より転1較
(2) 月溪古墳(月桂古城) (第3図) 所在地 靈光郡法聖面月山里月溪村
朴天秀氏の説明によれば、七岩里古填の南、直線距離にして4kmの位置、大山川の水系にあ
る と い う ( 朴 天 秀  2005)。報文(林永珍・趙鎖先 1993)によれば、広い平野を眺望できる丘




















第 3 図  月溪古城測量図 續尺l/800
林永珍・趙鎮先l993年より転l成











極的な根拠は見いだせない。 第 4 図  月城山古城測量図 結尺1/800林永珍・趙鎖先2000年より転 1成


















第 5 図  月田古城測1lit図 縮J11l1/800
林永珍・趙鎮先2000年より転11l11








い て ぉ り 、  古墳の主軸は束西方向に近いが束でやや南に傾く 。 墳丘の周囲には盾形の周濠がめ
ぐる。周濠内から円筒形土器と埴輪形木製品が出土した。深 さ は 1.5m前後である。後円部には
横穴式石室が確認された。石室の方向は主軸に対してやや傾き、後円部墳丘南西側に開口する。
石室は墳丘裾より 1.6mの高さで;l資丘内に構築されている。石室の上部は遺存しなかったが、羨






m 、 高 さ 3 m 程 度 で あ る。後円部は束に向き、主軸は束西方向に近い。周濠は盾形で、深さ1.0
m前後と推定される。 後円部中央に横ノ穴式石室があり、 後円部域丘西北斜面に開口する。 石室
74
栄山江流域の前方後円;l資と任国周線域の前方後円:破
第 6 図  月桂洞古城群配置図
林永珍l994年、1995年図面1を改変
1号類



















(6) 長鼓山古域(第6図) 所在地 咸平郡成平邑長年里長鼓山
丘陵頂部から南西に延びる丘陵上に築かれた前方後
円墳である。成洛俊氏の報告(成洛俊 l993、1996)に
















第 8 図  長鼓山古取測量図 結尺1/800
成洛俊1993年、 l996年より転1破
栄山江流域の前方後円城と優国周様域の前方後円城
部にいたるまで、 近藤義郎氏の指摘する隆起斜道(近藤義郎 2000b)が明瞭に見て取れる。 く
びれ部の填頂はきわめてせまく、馬の背状である。前方部の墳頂は平坦面が狭く、前方部の隅
角が狭い填頂平坦面まで伸びるため、 きわめて広い前方部前端斜面が形成される。 また、 前方
部先端が南西方法に降る傾斜面に築かれているため、 前方部の先端から墳頂平坦面との比高が
大 き く な り 、 なぉさら前方部前端斜面を大きくしている。墳丘斜面の傾斜は任国の一般的な古
墳に比べてかなり急で、 填丘は高い印象を受ける。
























































根筋に直交する溝を掘ることで、 前方部の先端を造り出している様子が見て取れた。 また、 報
告書の全景写真(79頁原色図版l) では、 円筒形土器が据えられている位置が墳丘斜面の傾斜
変換点にあたり、 円筒形土器の外側から周濠斜面の始まりまでの間にわずかな平坦な面がある
よ う に も 見 え、柳沢一男氏が想定するように(柳沢一男 2002)填丘にテラスがめぐる可能性






































































第 l 3 図  マルムドム古城測量図 縮尺l/800
要仁求・李照敦・具滋奉1992年より転1破
栄山江流域の前方後円:城とtil国周線域の前方後円城










墳 丘 基 底 部 よ り も 5 m 高 い
位置にあたる。 填丘斜面は急
に_ -,'  設 士”_a_ ,','' t0二 l







































栄山江流域前方後円填に見られる共通点のう ち、 ②̃④ は栄山江流域の在来の墓制の中に
も見られる要素である。 吉井秀夫が紹介し(吉井秀夫 2002、 2003)、 他の研究者も周知してい

























あ る ( 第 1 6 図 )。古くは谷井濟一、有光教一に
よって調査され、 日本の基制との関係が論じら
第 l 5 図  伏岩里三号類 縮尺l/800
金洛中2002年図3より作成
































栄山江流域の在来の墓制の中には、 ① ;噴丘内に埋葬施設を置き、 ②横穴式石室を埋葬部に
持つことや ③墳丘外周に円筒形土器をめぐらすなど、任国の前方後円墳に共通する要素が認
められる。 しかし、 同一の1費丘内に多数の埋葬が認められ、 理棺埋納の進行につれ、 墳丘が積
み増されることなど在来の葬送の考え方が一買して保持されている。 望棺基制に見られるこれ









また、 前者が原則として地下に石室を構築し、 死者を地下に埋葬することを意識し、 墳丘は埋
葬部を覆うことに主たる日的があるのに対して後者は地表の上、 墳丘内に死者を埋葬し、 埋葬










が横穴式石室に限られる。 また、 石室が構築される位置は填丘内であり、 古い時期には1度丘の
比較的高い位置にあり、時代が新しくなるにつれて下がり地表面上に石室が築かれる例もある。
しかし、 地表面下に石室が構築される例は知られていない。 ③ の円筒形土器は任国の円筒埴
輪、朝顔形円筒;l直輪にあたる。これも円筒形土器の形態から見て中期から後期の特徴である。こ
れ らの共通点は任国の前方後円墳の変遷の中で中期から後期の様相と一致するものである。





































う共通点の他にもいく っかの特徴がある。 一つは前方部に平坦面を持たず、 前方部先端の;墳頂
が高まるため、 前方部隅角の稜線が八の字状に開き、 明瞭で長い点である。 このため、 前方部









1. 長鼓山古城 2. 海南長鼓峰古墳 3. 新徳古1ff
_ - ノ
4. マルムドム古類
月渓古城 7. 明花洞古;l資 8. 杓山古城
9. 月桂洞1号城 10. 月桂洞2号;l資
第17図 栄山江流域前方後円;城分類図 縮尺l/1,000
1̃4 A グ ル ープ






















































竹分類の円筒埴輸系、 筒形器台系、 有孔平底壷系である。 これらはそれぞれ林氏分類 (林永珍
2004)の筒B形、筒A形、壺形に相当する(第l8図)。
筒形器台系は羅州新村里9号墳で出土したことで知られるが同じ羅州潘南古;墳群の徳山里9
号墳で出土し、 同じく徳山里8号1度からも可能性の高い破片が出土している (林永珍 2004)。





有孔平底重系については九州の董形i直輪に祖形を求める考え (小栗明彦 2000、 2002) があ
































台とする葬送儀礼体系の一部を担つたものに 他 な ら な い。 倭国の埴輪とその機能、 性格が変わ


















第 l 9 図  宮城県名取市経ノ塚古城出土円筒i直輪
東北大学考古学研究室提供
東北学院大学論集 匯史と文化 第42号










栄山江流域では、 前方後円填出現以前の段階から、 在来の郵棺墓制の中に横穴式石室、 円筒
























後円墳を創り出した時に、 会津盆地でも前方後円墳が築造されたと考える(辻 2003)。 前代に
系譜を持たない前方後円墳出現の背景に人の移動を考えるのである。
(2) 北限の前方後円填、角塚能の出現



































丘墓がある (柳沢一男 199 l )が、 これらの墳基には前方後円1買につながるような要素や変化
の方向は認められない。一方、北部九州には、福岡県二丈町一貴山挑子塚古:度、福岡県福岡市
那珂八幡古1買、福岡県苅田町石塚山古1實、大分県宇佐市赤塚古:城、佐賀県唐津市久里双水古擴






















俊明 2002) などによって示されてきた。 他に、 この地域に移住した任系の集団とする説 (東
潮 2002) ゃ任国に渡り、 任国の政治的な変動の中で栄山江流域に亡命した馬韓勢力とする説
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Comparative Study of Keyhole-shaped Mounds (Z,en pokoen-Fun,) in the Yomusangan
Basin of South Korea and in the PeripheralAreasof Wakoku
Hideto TSUJI
Both Japanese and Korean researchers have studied keyhole-shaped mounds (Z,enpo.
koen-Fun) i n  the Yomusangan Basin of South Korea. It is useful,I think,to compare al1
of thirteen mounds inthis area with keyhole-shaped mounds in theperipheralareas,
especially the Tohoku district,of Wakoku,where I study.
First,I examixeddetails of the thirteen burialmounds. Ten of them were not just
imitations of externalform of Wakoku's mounds,but places to celebrate aseries of
funerals. It did not accept a part of elements of Wakoku system,but embodied keyhole-
shaped mounds of Wakoku from ftfth to sixth century systematically. I canseparate two
groups in terms of top of tumulus;Group A with flat surface and group B without.
Mounds of group A,relatively older ones,which have individualspecialties,co1lected
techniquesof making a tumulus and a chamber,whenever constructed. Group B has
considerable similaritiesin common,about method of making the top of front and aspect
of the part of narrow. Regionalgroup who constructed mounds of group B had a common
imaging mode1of keyhole-shapedmounds. I can realize,however,common features of
method of making a tumulus and of location to hillbeyond the boundary between two
groups. As for cave,thesegroups are accorded with classification by Kazuo Yanagisawa;
Type of direct relation with north part of the Kyushu district is group A,and type of
regionalgrowth group B. For cylindricalearthenware cylindricalclay images (Ento-
Haniωa) of three typeswhich were excavatedat mounds have the same function as that
of Wakoku,and were made by regionaltechniques of making a earthenware.
It is evident that keyhole-shaped mounds in the Yomusangan Basin which had the same
system of funerals,embodied by regionaltechniques,as that of Wokoku entered on another
phase than the preceding system of funerals. In order to consider such a mound,it is
usefultoset mounds in theperipheralareas of Wakoku as a modelat the time when they
appeared in place of traditionaltombs.
This paper examines three problems;large-scale socialchange frompeople's move-
ment,emergence of distinct group in regionalcommunity,and politicaldecision of regiona1
society. As we cannot know aspects of village and generaltombs yet,and regionalsociety
did notseem changelargely in thelight of using regionaltechniques for construction,I
supposethat people might have chosen keyhole-shapedmounds as their mounds.
l 0 0
